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～秋の味覚、艶やかに輝く～

倉吉の二十世紀梨出荷

８月２７日（土）
　「食欲の秋」を満たす、倉吉の二十世紀梨が今年もできあがりま
した。ＪＡ鳥取中央倉吉梨選果場では薄黄緑色の艶やかな梨が大
きさごとに分けられ、次々と箱詰めされていきました。この梨の品
質管理には、昨年から糖度センサーが導入され、生産過程の情報を
記録したシールも貼られるようになり、消費者がより安心、信頼し
て購入できる体制が整えられています。
　二十世紀梨は、台風１２号により落果の被害にも遭いましたが、
全国に出荷され、秋の味覚を届けました。

～１１社が表彰を受けました～

倉吉市優良建設施工者表彰

８月２６日（金）
　この表彰制度は、他の模範となる優良な施工者（倉吉市内）を表
彰することにより、建設工事全体の施工技術の向上を図り、建設業
界の発展に資することを目的としています。
　本年度は、平成２１年度および２２年度の２か年度において、各
部門で工事成績が優良だった施工者、および平成２２年度完成工
事において、発注課の推薦によって優良な施工と認められた施工
者計１１社が表彰を受けました。

～悲運の主従に思いを寄せて～

里見時代行列・第２６回倉吉せきがね里見まつり

９月４日（日）
　滝沢馬琴作「南総里見八犬伝」のモデルといわれる安房国館山
（千葉県館山市）の領主里見忠義公と８人の側近（八賢士）は、ここ
倉吉で生涯を終えました。八賢士の命日を前に、「里見時代行列」と
「倉吉せきがね里見まつり」が大岳院や山守地区などゆかりの地で
開催され、悲運の主従の魂を慰めました。
　時代行列は、主従が眠る大岳院で法要を行った後、白壁土蔵群周

辺を練り歩きました。たびたび現れる玉
たまずさ

梓の怨霊を追い払うなど、
勇ましい姿に、観光客も興奮した様子で写真に収めていました。

　山守小学校で開催さ
れた「倉吉せきがね里見
まつり」では、山守保育
園の園児による踊り、打
吹童子ばやしや八賢士
太鼓の演奏、里見主従の
最期を脚色したドラマ・
リーディングなど、さま
ざまな催しが行われま
した。トリの子供歌舞伎
で会場の熱気は最高潮
に。観客から威勢の良い
声援が上がるなどして
盛り上がりました。
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～絵馬に描かれた願いに触れる～

倉吉博物館特別展「長谷寺の絵馬群」開催

９月１７日（土）
　打吹山の中腹に位置する天台宗の古刹・長谷寺には、室町時代
末期から明治ににかけての約４００年にわたって奉納された絵馬
群が伝わっています。
　この展覧会では、県有形民俗文化財に指定されている６３点を
含む絵馬群を一堂に展示しています。

　開会式で奥野寛
かんおう

應住職や石田市長がテープカットした後、来賓
など訪れた人たちは、早速、武者絵や歌舞伎絵、奉納当時の倉吉の
町や風習が描かれた絵馬を興味深そうに見入っていました。

～いつまでも元気で、長生きしてください～

「敬老の日」記念事業　市長表敬訪問

９月１８日（日）
　倉吉市は市内在住の１００歳以上の５５人に、長寿の祝詞を贈呈
しました。このうち、今年度１００歳になった(なる) 希望者（在宅）
を対象に市長の表敬訪問が行われました。

　また、県内最高齢の杉本暉
てる

子
こ

さん（上福田／１０９歳）の元にも石
田市長が訪問し、「いつまでもお元気でいてください」と祝詞や記
念品を手渡しました。杉本さんは、大好きな読書や木目込み人形作
りをして毎日を過ごしているそうです。「一日一日安らかに暮らす
ことを心がけてきました。優しい家族に囲まれて、今が一番幸せで
す」と穏やかな笑みを浮かべていました。

～江戸時代の「大名行列」が勇壮によみがえる～

関金御幸行列

９月１８日（日）
　関金御幸行列は、江戸時代から行われています。日吉神社・湯の関
神社・大鳥居神社の例大祭に併せて行われる行事です。大名の参勤交
代に似ているところから、「大名行列」とも呼ばれ、日吉神社は下城、
湯の関神社は道中、大鳥居神社では登城の姿だと言われています。
　参加者は、独特な掛け声とともに勇壮な行列姿を披露し、沿道か
ら盛んな拍手が送られていました。
　この御幸行列は、６月７日に、倉吉市指定無形民俗文化財に指定
されました。

～有料広告募集中～

【大きさ】

１号：縦5㎝×横18㎝

２号：縦5㎝×横 9㎝

３号：縦5㎝×横 6㎝

【掲載料】

１号：30,000円／回

２号：15,000円／回

３号：10,000円／回
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倉吉未来中心（あ２３―５３９０／い４７―０２５５）、倉吉交流プラザ：（あ４７―１１８１／い４７―１１８０）

倉吉未来中心　大ホール

■ パッション・デル・フラメンコ
と　き： １０月９日（日）１８：３０～２０：３０
■とりアート２０１１メイン事業「八賢伝」
と　き： １０月１６日（日）１６：００～１７：３０
■倉吉市小学校養護学校児童連合音楽会
と　き：１０月２１日（金）１２：４０～１５：３０
■上灘小学校 音楽会
と　き：１０月２８日（金）１３：００～１６：０５
■成徳小学校 校内音楽会
と　き：１０月２９日（土）１３：３０～１６：０５
■  倉吉市小学校金管バンドフェスティバル
と　き：１０月３０日（日）１３：００～１５：３０

倉吉未来中心　小ホール

■前根ピアノ教室 発表会
と　き：１０月９日（日）１４：００～１６：００
■邦楽演奏会
と　き：１０月１０日（月・祝）１２：３０～１６：３０
■箕浦磨子ピアノ教室 第２４回ピアノ発表会
と　き：１０月３０日（日）１３：００～１６：００

■ 下水道コンクール作品展示会
と　き： １０月６日（木）～９日（日）１６：００（初日）～

２２：００（最終日）
■木製建具の展示会
と　き： １０月８日（土）～９日（日）９：００（初日）～１５：

００（最終日）

■第６回秋季富貴蘭展示会
と　き：１０月９日（日）９：００～１６：００
■とりアート２０１１ 中部地区事業ええじゃないか！中部
　～未来を奏でる文化のまーち～
と　き： １０月１５日（土）～１６日（日）１０：００（初日）～

１５：３０（最終日）
■    中部陶芸協会 倉吉の窯 秋の作陶展
と　き： １０月１８日（火）～２１日（金）９：３０（初日）～

１７：００（最終日）
■倉吉未来中心地域活性化事業
　みらいアートギャラリー【特別企画】みらいアートの森
と　き： １０月２４日（月）～３０日（日）１３：００（初日）～

１７：００（最終日）
■ＭＯＡ美術館倉吉児童作品展
と　き： １０月２９日（土）～３０日（日）１３：００（初日）～

１６：００（最終日）
　　　
　
■倉吉市生涯学習講座「打吹玉川人物伝」第２回
　 「里見氏最後の当主 里見安房守忠義 ～お家再興を夢
見た八賢士の主君～」
と　き：１０月８日（土）１３：３０～１５：００
■倉吉市生涯学習講座「打吹玉川人物伝」第３回
　 「鳥取藩絵師 土

ひ じ か た

方稲
と う れ い

嶺 ～ vs. 円山応挙・作品に見るそ
の精神～」
と　き：１０月１５日（土）１３：３０～１５：００

■フリーマーケット「くらよし大市」
と　き：１０月３０日（日）９：００～正午

ふれあい広場

倉吉未来中心　アトリウム
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自然ウォッチング

「秋の木の実を探そう」
　林道から渓流沿いの散策道

を歩き、秋に実をつける植物

を中心に観察します。

と　き： １０月８日（土）

　　　　 午前９時～正午ごろ

ところ：   三朝町 牧の滝さん

集合場所： 桜づつみ中の島公

園駐車場
※ 当日は動きやすい服装で参加し

てください。

「化石を探そう」
　化石掘り体験をとおして、採集から保管の方法、化

石から分かる環境まで学習します。

と　き：１０月２２日（土）午前９時～午後４時ごろ

ところ：なぎビカリアミュージアム（岡山県勝田郡奈義町）

集合場所：倉吉博物館裏駐車場

定　員：２０人※要事前申込。申込者多数の場合は抽選。

申込締切：１０月１４日（金）

参加費：小学生未満２００円、小・中学生３００円、

　　　　高校生以上４００円

「月と木星と秋の星座をみよう」
　月のクレーターや木星のしま模様などを天体望遠鏡

を使って観察します。

と　き：１１月３日（木・祝）午後７時３０分～

ところ：倉吉博物館裏駐車場
※雨天・曇天時は館内でスライドを使用して解説を行います。

倉吉博物館講座『くらよしの魅力再発見』⑤

「描かれた願い－長谷寺の絵馬群－」
　長谷寺の絵馬群に描かれた物語や墨書から、絵馬に

込められた人々の願いを読み解きます。

と　き：１０月９日（日）午後１時３０分～３時

ところ：明倫公民館

※申込不要・参加費無料

展覧会・催し

砂丘のふらここ展２０１１
会　期：１０月２７日（木）～３０日（日）※入館無料

問砂丘のふらここ展２０１１～第２３回倉文協連合展～実行委員
会（あ２３－６０９５／い２３ー４８９７）

　

市立図書館
倉吉市立図書館 あ４７―１１８３/い４７―１１８０
せきがね図書館 あ /い４５―２５２３

今月のオススメ

絵本って楽しい(おはなしかい）
と　き： １０月１６日（日）午前１０時３０分～１１時３０分

ところ：   倉吉交流プラザ 第１研修室

定　員：１５０人（要事前申込）

参加費：無料

宮西達也講演会
と　き： １０月１６日（日）午後２時～３

時３０分

ところ：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール

定　員：小学５年生以上１４０人

　　　　（要事前申込）

参加費：無料

 ※ 講演会終了後、サイン会を行います

が、絵本の販売は行いません。

※ ご希望により就学前の子どもを対象とした託児を行

いますので、１０月１０日（月・祝）までに電話でお申

し込みください（定員あり）。
※宮西達也　略歴

　静岡県生まれ。日大芸術学部美術学科卒。

　人形美術、グラフィックデザイナーを経て

　絵本を描き始める。

　 平成１１年、『おとうさんはウルトラマン』

で第８回剣
け ん ぶ ち

淵絵本の里大賞・びばからす賞

受賞。その他受賞作多数。

問中部読書活動推進フォーラム実行委員会事
務局（市立図書館内）（あ４７ー１１８３）

「鍵のかかった部屋」

貴志 祐介／著　角川書店

　自称・防犯コンサルタント（本職は泥
棒！？）榎本と、美人弁護士純子のコンビが、
超絶トリックに挑む！貴志祐介にしか考え
つけない、驚天動地の密室トリック４連発！

○
○ ◇ △
☆
○ ◇

10月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

１

3・11・17・24・31日は休館日

27日は資料整理休館日

○おはなしかい（14：00 ～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい（11：00 ～）倉
☆宮西達也講演会（14：00 ～）倉

△おはなしかい（10：30 ～）関

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

▲宮西達也さん

ブックインとっとり２０１１地方出版文化功労賞・
全国各地の本展
と　き： １０月２０日（木）～２５日（火）

　　　　 午前９時～午後６時（最終日は午後４時まで）

「第２４回表彰式・受賞記念講演会」

と　き：１０月２２日（土）午後４時３０分～６時

ところ：   倉吉交流プラザ

問ブックインとっとり実行委員会事務局（あ０８５９ー２２ー５３２２／
０９０ー７１２８ー９５２６／い０８５９ー２２ー５３２３）

倉吉博物館
あ２２―４４０９/い２２―４４１５

▲  秋の木の実を探そう

１０月の休館日　３日、１１日、１７日、２４日、３１日



　

劇
団
結
成
15
年
を
迎
え
、
中
部

の
社
会
人
劇
団
の
中
で
一
番
の
老

舗
で
あ
る
劇
創
西
社
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

の
代
表
を
務
め
る
尾
上
さ
ん
に
、

演
劇
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

尾
上
さ
ん
が
演
劇
と
出
会
っ
た

の
は
、
高
校
の
と
き
に
演
劇
部
員

の
友
人
に
音
響
を
手
伝
っ
て
ほ
し

い
と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。「
演
者
の
演
技
と
観
客

の
反
応
な
ど
、
会
場
に
い
る
皆
が

そ
の
場
の
雰
囲
気
を
作
り
、
共
有

で
き
る
こ
と
が
演
劇
の
魅
力
で
す

ね
」
と
尾
上
さ
ん
は
演
劇
の
醍
醐

味
を
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

尾
上
さ
ん
は
県
外
の
大
学
に
進

学
し
、
卒
業
後
は
倉
吉
に
戻
り
ま

し
た
が
、
当
時
は
倉
吉
で
活
動
す

る
社
会
人
劇
団
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
演
劇
を
し
た
い
人
に
活
動

の
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
り
、
平
成
８
年
に
倉
吉
西
高

演
劇
部
Ｏ
Ｂ
６
人
で
劇
創
西
社
Ｏ

Ｈ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
中
部
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
影
絵
と
役
者

が
舞
台
で
共
演
す
る
影
絵
劇
を
行

う
市
民
影
絵
劇
団
み
く
は
、
今
年

で
創
立
10
周
年
を
迎
え
、
９
月
に

記
念
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

湯
梨
浜
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
三

朝
町
民
劇
団
ス
リ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
中
心
と
し

た
活
動
を
す
る
劇
団
も
あ
り
、
各

劇
団
が
交
流
、
協
力
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。「
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
も

他
団
体
か
ら
の
出
演
や
脚
本
、
演

出
な
ど
の
依
頼
に
は
積
極
的
に
協

力
を
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
に
は
、

市
民
影
絵
劇
団
み
く
と
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｕ

Ｓ
合
同
公
演『
の
ん
の
ん
ば
あ
の

妖
怪
絵
物
語
』を
行
い
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
県
内
に
あ
る
各
劇
団

が
参
加
し
た
、
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か

け
に
、
劇
団
間
の
交
流
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
で
は
複
数
の
劇
団

が
集
ま
っ
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

行
っ
た
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
組
ん
で
活

動
す
る
な
ど
、
県
内
の
劇
団
の
つ

な
が
り
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

尾
上
さ
ん
は
、
関
金
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
会
が
八
賢
士
を
演
じ
る
朗

読
劇「
伯
州
里
見
八
賢
士
伝
」
の
台

本
作
成
な
ど
に
協
力
を
し
ま
し
た
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
会
は
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
民
話
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
台
本
が
10
月
16
日（
日
）
に
倉
吉

未
来
中
心
で
行
う「
八は

ち
け
ん
で
ん

賢
伝
」
の
基

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
稽
古
場
の
確
保
な
ど
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に

演
劇
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
と
し
て
年

２
〜
３
回
の
独
自
公
演
を
目
標
に

し
て
、
継
続
し
た
活
動
が
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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（H23.8.31現在）

●倉吉市の人口
（基本台帳）

23,770人（－ 27）男

26,505人（－  2）女

50,275人（－ 29）計

20,446世帯（－  9）

76人（－ 　1）男

181人（＋ 　6）女

257人（＋ 　5）計

  219世帯（＋ 　6）

●外国人登録者数

編集後記

▲ 「八賢伝」の一場面を稽古す
る尾上さん（写真右）

発行／鳥取県倉吉市　編集／総合政策課　〒682-8611 鳥取県倉吉市葵町722　あ（0858）22-8111　い（0858）22-1087
倉吉市ホームページ　   http://www.city.kurayoshi.lg.jp　毎月1日発行　印刷／山本印刷株式会社

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
協
力
し
合
い
、

　
　
　
　

演
劇
を
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

劇
創
西
社
Ｏオ

ー

ク

ス

Ｈ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
代
表

尾お
の
う
え上　

貴た
か
や
す尉
さ
ん

  ▲ 昨年１１月に関金リーディングの会とＯＨＫＵＳ
は倉吉未来中心小ホールで「伯州里見八賢士伝」
を上演した

　

最
近
、
取
材
に
出
て
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
る
と
、
逆

に「
写
真
を
撮
っ
て
も
い
い
で
す
か
」と
か「
撮
り
た
く

な
る
姿
だ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
写
真
を
撮
る
こ
と
は「
仕
事
」
で
す
が
、
撮
ら
れ
る

の
は
苦
手
で
す
。写
真
に
写
っ
た
姿
は
、普
段
、自
分
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
角
度
や
表
情
で
あ
り
、「
こ

ん
な（
丸
い
）
姿
を
人
前
に
さ
ら
し
て
い
る
の
か
!?
」

と
、
自
意
識
過
剰
な
性
格
が
、
現
実
を
見
せ
つ
け
ら
れ

て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
の
だ
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。で

も
、そ
ん
な
私
を「
撮
り
た
い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

の
は
、そ
れ
な
り
に
人
を
惹ひ

き
つ
け
る
も
の
が
自
分
に

も
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
励
ま
さ
れ
ま
す
。わ
ざ

わ
ざ
市
役
所
ま
で
写
真
を
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ
。

お
会
い
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
場
を
借
り

て
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」（
Ｙ
・
Ｔ
）

　

９
月
４
日（
日
）
に
倉
吉
せ
き
が
ね
里
見
ま
つ
り
の

取
材
に
行
き
ま
し
た
。当
日
の
午
前
中
は
玉
川
周
辺
で

時
代
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。行
列
の
途
中
で
激
し
い

雨
が
降
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
目

的
地
ま
で
到
着
し
ま
し
た
。
午
後
は
、
山
守
小
学
校
に

会
場
を
移
し
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
中
で
も
、
最
後
に
行

わ
れ
た
子
供
歌
舞
伎
に
は
感
動
し
ま
し
た
。長
い
セ
リ

フ
を
覚
え
る
だ
け
で
も
大
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、大
歓
声
に
物
怖
じ
せ
ず
堂
々
と
し
た
子
ど
も
た
ち

の
熱
演
に
は
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
常
生
活
と
は
少
し
違
う
世
界
を
体
験
で
き
た
貴
重

な
一
日
に
な
り
ま
し
た（
Ｋ
・
Ｉ
）


